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Schistosomiasis 
in Tone River Area 
逆境下に生存する日本住血吸虫症
住血吸虫にはアヅアでみられる日本住血吸虫 (Sclzistosomajaponicum) をふく
めて主要なものが 3種類ある。日本住血吸虫の感染によって起る日本住血吸虫症 
(Schistosomiasis japonica)は日本はもちろん，中国大陸，台湾，比国およびセ
レベスなど東南アジアに広く分布し，寄生虫症の中で最も悪質な感染症とされて
いる。
日本では従来甲府盆地，静岡県富士川流域，広島県，佐賀県，福岡県筑後川流
域，それに利根川および、荒川流域の埼玉，茨城，千葉の各県と東京都にそれぞれ
本症は程度の差こそあれ流行分布していた。しかし，今では甲府盆地と筑後川久
留米近存を残し，他の地域からは本症は消滅してしまった。
ところが最近 (1971)，われわれは利根川流域成田市近隣の町村に今なお本症
が分布している事実を明かにした。利根川流域の本症の歴史はそもそも今より 
60年の昔にさかのぼり，つまり 1914年に宮川氏らにより，ちょうど成田市の対
岸の茨城県生板村(今の河内村)において百余名の患者がはじめて発見されたこ
とからはじまった。
また翌年の 1915年には小林らにより今度は千葉県我孫子に本県最初の患者が
見出され，利根川一帯はにわかに脚光をあびるようになった。
昭和の頭初， 1927年本学の柏戸教授一門は佐倉印旗地方において広く本症患
者を診療しているが，その功績は今もって語り伝えられている。
本症の感染には宮入員という小巻貝が中間宿主として関与し，湿地草地に棲息
している。しかし，地域開発，環境整備および農化学薬剤の散布などにより所に
よっては貝は消滅(静岡，広島)もしくは減少(筑後川，一部甲府盆地)してい
ることが知られている。
利根川においても河川整備は著しく，貝の棲息は必ずしも快適とはいえず，ま
た，貝のみられる河川数は僅か乳牛放牧があるほか今では全く無縁の地帯となり
つつあり，その間年とともに患者ならばに宮入員は激減の一途をたどった。戦後
の空白期には GHQの調査がなされ， 僅かながらその流行が示摘されたが， 
1950年を境に本症はほぼ消滅したとみなされるようになった。
不幸にして本症は人のみならずすべての晴乳類に等しく感染するので，撲滅に
はそれら動物との関係を無視することはできない。つい最近，放牧牛に本症の感
あ染がるらしいと報ぜられ，急速乳牛および住民の検査を詳しく行なったとこ
ろ，放牧牛 40数頭および住民 10名の感染例を検出することができた。国際都市
成田近郊に前時代的感染症が今なおみられていることは，どうみても好ましいと
はいえない。 (M. S.) 
柏戸留吉ら (1927): 千葉医会誌， 5，1473. 
Wright，W. H. et al.(1947): Am. J. Trop. Med.，27，417. 
横川宗雄ら(1971): 寄生虫誌， 20，507. 
〔千葉医会誌 48，190，1972) 
sen，Kurzfassen，Kurzfassen' Kurzfc1Ssen，Kurzfassen，Kurzfassen，Kurzfassen ，Kurzfassen，Kurzfassen，Kurzfassen，Kur 
